
【別紙２】資料６
昭和14年9月7日指定（1939年）

番号 名称 指定時住所 住所 地目 地積（㎡） 所有者 管理者 刻銘（正面）

① 字佛ケ根5 武蔵塚202番 雑種地 6,112.54 長久手市 長久手市

明和の碑 明和 8年(1771年) 池田紀伊守之助戦死塲
人見彌右衛門
赤林孫七郎

明治の碑 明治24年(1891年) 紀伊守池田戦死○ 侯爵池田輝博建之

勝道九兵
衛の碑

昭和16年(1941年) 勝道九兵衛秀胤討死之処
昭和57年に移設されたも
の

庄九郎塚
の老松

樹齢300年余 尾張藩士か

明和の碑 明和 8年(1771年) 池田勝入信輝戦死塲
人見彌右衛門
赤林孫七郎

明治の碑 明治24年(1891年) 勝入池田公戦死○
十六世孫　池田輝博
恒興の子孫が建立

昭和22年(1947年) 二本松代石

⑤ 字武蔵塚4-2 武蔵塚622番 雑種地 16.52 長久手市 長久手市

明和の碑 明和 8年(1771年) 森武蔵守長可戦死塲
人見彌右衛門
赤林孫七郎

明治の碑 明治31年(1898年) 森公遺蹟碑
十五世孫　子爵森長祥撰
並書

不明 有志人村中

有志人村中

宝永の碑 宝永 3年(1706年) 首塚　別紙 尾張藩士福富親茂

明治碑 明治43年(1910年) 別紙 尾張藩士福富親茂

床机石 地山の天然石か
家康が軍議の際に床机に代
えて用いたとされる石

―

宝永の碑 宝永 3年(1706年) 孔御床机石 尾張藩士福富親茂

明治の碑 明治43年(1910年) 別紙
(発起人)吉田知行、拓殖
吟海、浅井広助、浅井三
郎

為顕功永節大居士
棟札(桧) 天正13年（1585年） 池田

徳川

為鐡圍秀公大居士

字佛ケ根12

字佛ケ根9

字武蔵塚4-1

字武蔵塚50

字富士浦41

石碑建立年

石碑なし

勝入塚の石碑(池田恒興）

庄九郎塚（池田元助）

二本松塚

御旗山
⑦

首　　塚

②

③

④

⑥

長久手古戦場

武蔵塚（森長可）

武蔵塚906番 雑種地 2558.29 長久手市 長久手市

附　御旗山

附　首　塚

色金山・床机石

武蔵塚205番 雑種地 2,022.88 長久手市 長久手市

仏が根1202番 雑種地 8436.00 長久手市 長久手市

武蔵塚620番 雑種地 307.00 長久手市 長久手市

岩作区

⑨ 附　色金山
岩作色金37番1
の一部

山林
（保安
林）

743.80 石作神社 長久手市

⑧ 岩作元門41番 原野 42.00 石作神社岩作元門41

岩作色金37番
1
の一部

富士浦602番 境内地 2,791.00 富士社 富士社

両軍戦死之霊供養者也為護国院雄岳宗英大居士関連 町史Ｐ243永見寺 参拝請延命地蔵大菩薩尊

永見寺　　


